
地域の多主体が連携した空き家対策の拠りどころの創出（信濃大町まち守舎）

課題と目的 【課題】地域内で別々の取組（連携不足）・空き家が空かない（情報不足）ほか
【目的】地域の多主体（高校・大学・住民・自治会・企業・行政ら）が日常的に活躍・連携し、山遊びから
移住相談・旅から移住希望者・家主等の地域内外の様々な相談対応や関わりしろの機会を提供する空き家対
策の拠りどころ（場・機能・ウェブ）の創出による連携促進、情報生産・共有。

取組内容 ①空き家相談窓口の設置、②まち歩き「大町わがまち案内人」の開催、③「空き家の学校」の開催、④空き
家の相談会の開催、⑤インスペクションの促進、⑥空き資源カルテ（主にインタビュー記事）の作成、⑦コ
ミュニティサイト（人ベースの不動産情報）の開設

成果 これまで見えなかった地域における、空き資源情報の生産→共有→試用の場の創出を地域のステークホル
ダー(住民・高校・大学・企業・行政ら)で協働実践（プロセスを共有）することで中間支援活動の輪郭を形
づくる可能性が示された。事業実施の成果物として、相談窓口・大町わがまち案内人・空き家の学校・空き
家の相談会の実施報告及び空き資源カルテを作成した。

朝日新聞（2020.1.23朝刊）▶

取組内容 実施数 参加数

定例会議 12回 147人

相談窓口対応 29回 46組

出張相談・現地視察 3件 -

「大町わがまち案内人」 8回 61人

空き家の学校 ６回 104人

空き家の相談会 １回 10人

インスペクション 2件 -

空き資源カルテ ３件 -

メディア掲載 11件 右欄参照

日付 掲載紙 見出し

8月22日 大糸タイムス ”資源”に着目 古材のリユース

10月2日 大糸タイムス ”ガランドウ”から発想期待

11月23日 大糸タイムス 不動産で建物検査体験

12月12日 大糸タイムス 大町に活動「ベース」誕生

12月14日 大糸タイムス わがまち案内人と水路巡る

1月22日 大糸タイムス まち歩きで魅力新発見

1月23日 朝日新聞 大町の空き家活用へ相談拠点

1月29日 大糸タイムス 官学連携まちづくり広がる

2月2日 中日新聞 電器店一新 町の拠点に

2月20日 日本経済新聞 移住ライフの発信拠点

2月27日 大糸タイムス 古地図手に散策 歴史触れる

▼成果一覧 ▼メディア掲載一覧

➡ 現在構築中のコミュニティサイトへ
記事として実装（来春本格稼働予定）

※実施数・参加数：2020.2.28現在の実績


